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いのちと健康を守る共同のとりくみを大きく広く―第 7期 総会の報告

7月 26日 (土)台 風接近の悪天候のなか、第 7期 総会を足もとの悪いなか 2
3団 体 ・51名 の参加による積極的な論議で成功させました。
総会は、司会の森下理事 (自治労連)の 開会あいさつを受け、神藤理事 (国労 )
を議長に選出し、議長のあいさつの後、理事会を代表して、山田理事長がこの一

年の活動の到達と第 7期 に向けての展望のあいさつがされました。
佐々木事務局長が総会議案 (第6期 のまとめと第 7期 の方針と役員 ・申し合わ
せ事項は次頁から掲載)の 一括報告 ・提案を行いました。続いて、宮崎理事 。監
事 (健康研 ,愛高教)か ら財政監査報告がされました。この後に、センターに寄
付 (単一協議会増資協力に活用)を された原田理事に対して、山田理事長から感
謝状が送られました。

討論は、 18名 の参加者 (12参 加団体)か ら活発な活動報告 ・議論がされま
した。主な発言は以下のとうりです。

福祉保育労 (労災認定闘争と今後の予防 ・労安活動)、 健康と家庭を守る会 ・

住軽金 (団体生命保険の裁判と開示要求のとりくみと命と健康を守る出向裁判)
全港湾 ・港地区労 (港 3大 人権裁判と地域で共同した運動)、 南医療生協労組
(職場の健康実態と労安活動の本格的活動)、 サンソー港運労組 (職場実態と進
んだ労安活動のとりくみ)、 医労連 (健康実態アンケートの結果と今後の課題)、
名高教 (労安活動の今後の前進のための課題 )、 愛高教 (労安活動の現状と今後
のとりぐみ )、 名水労 (松川労災の今日的まとめと労安活動の前進 )、 港職労
(センター参加と職場と港での取り組み)、 家族の会 (全員のあいさつととりく
みの現状と協力要請)な どです。

総会の文化行事として大野理事 (愛高教)が シャンソン2曲 、幸島さん (近藤
裁判を支援する会 )が 創作曲2曲 のすばらしい歌唱を聞かせてくれました。川柳
発表は働くもののの共感を呼んだものをまとめて佐々木事務局長が紹介しました。
この後、討論まとめ ・補足を佐々木事務局長が行い、全員賛成の拍手で議案の

採決を行いました。そして、役員選出と承認をおこない、新役員紹介の後、代表
して田淵副理事長 (民医運)か ら、全国センター結成に向けての協力 ・共同の発
展と医師としての今後の期待についてのあいさつがされました。最後に、加藤副
理事長 (愛労連副議長)閉 会のあいさつで終了しました。
職場を基礎にした労働安全衛生活動と地域でのいのちと健康を守る共同を大き
く広げることを確認しあつた総会でした。
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愛 知 働 く も の の 健 康 セ ン タ
ー

第 6期 事 業 ・活 動 の ま と め

第 7期 事 業 ・ 予音 動 方 針

97.7.26 総 会

愛知働くものの健康センタ
ーは、第 5期 活動 ・事業計画 (95.7)を今後の

「中

期事業 。活動計画ぉ く95～97)と して位置づけ、 r褒 知健康センタ
ーの事業内容

構想」 (92,8)と合わせて、事業
・活動方針の基本として活動をすすめてきまし

た。この観点から、議案書の柱だてを
「中期事業 ・活動計画」におき、第 6期 の

活動のまとめと第 7期 の事業
・活動方針をあわせて提通します。

深刻な構造不況が続くなかで、政鷹
・財界のアメリカと大企業本位の構造改革

・「六大改革」によつて、民間職場のリストラ r合理化」、公務職場の自治体リ

ストラ、定員苗J滅で、大規模なA減 らしがすすむなか、過籍労働の強化、サ
ービ

ス。ただglき労働などによる長時間労働、変形労働
,裁量 (みなし)労 働の導入、

夜動 を変則交替勤務の拡大、出向
・配転、過大なノルマなどで精神疾患など観く

ものの心身への健康破霧が広がりすすんでいます。女子保護規定の撤廃や労働法

制の改悪への攻撃もはげしくなっています。

いま、働くものが健康で人間らしく生き働くために、いのちと健康を守ること

は憲法で保障された基本的人権であり、それは企業
・当局 ・使用者,こ労働基準法

・労働安全衛生法で謀せられた責任と義務なのです。これをしつかり守らせ、労

働条件の改善と快通な人間らしく働ける職場条件をつくるために労働者
・労働組

合の労働安全衛生の活動が決定的に重要です。また、長時間
・過密労働、夜勤、

変形 ・不規則 ・変則交替勤務を規制していくためには労働基準法
,労働安全衛生

法の抜本改正、解雇規制法、夜勤規制法などの法的規制が必要です。

愛知働くものの健康センターは設立7年 目を迎え、これまでの活動経験をふま

えて、参加団体 ・個人とさらに協力 ・共同するみなさんと
一緒にいのちと健康を

守り、前進させていくとりくみをすすめてきています。

働くもののいのちと健康を守るセンタ
ー活動の発展の上台は参加団俸の愛労連

と愛労連参加の労働組合、愛労連と共同する労働組合および中立系の労働組合、

連合傘下の労働組合 ・労働者、中小業者の活動です。さらに、私たちの活動の視

点を未組織中小零細企業労働者においてゆきまチ。

1、労働基準法 ・労働安全衛生法を基礎とした機場の安全衛生活動の発展と地域

でのいのちと健康を守るとりくみ

ｒ
　
と

- 2 -



いままで、センター参加団体の労働安全衛生活動では、
′
名水労、名高教、豊橋

市職労などの先進的な活動や、センター設立以来、愛高教、名勤生協労組などの
着実な活動の前進があり、また、民間中小では、JMIU川 本労組、全国一般あ
いちアクリル分会、サンソー港運労組などの活発な活動が展開され、それに、民
間大企業でも住軽金などの健康と家庭を守る会などの創造的な活動があります。
第 6期 では、センターとして、名古屋市職労、瀬戸市職労、豊橋労安委員会、
繭医療生協、名高教、生協労連、自治労連や県外労働組合などの労働安全衛生活
動の講師や活動協力をすすめてきました。また、愛労連交運部会の労鶴と健康ア
ンケー ト調査や分析 ・まとめに協力してきました。

それた、理事会で 「労働安全衛生活動実践マニュアルづくり」の専門委員会を
発足させ、検討会をはじめて、第 7期 た,ま本格的に活動をはじめます。そこでは、
愛労連参加労組の労働安全衛生活動の状況をふまえ、進んだ活動経験をもつ、名
水労、愛高教、名高教の最近のすぐれた活動とすでに刊行されている書籍、テキ
ス ト、ハンドブック、バンフの検討などの意見交換とセンターとしてどうのよう
なものを作成していくかを論議し,まじめています。

労働安全鶴生活動,ま、労働組合や職場の実際では、とてもすすんだところとか
たちはあつても活動がされていないところとさまざまです。また、たたかう労働
組合が職場の主導権をにぎっているところ、労働組合が分裂していて少数派でが
んばっているところ、連合職場で努力しているところ、労働組合がないところ、
50人 以下の小零細企業などとそれぞれの活動上の工夫が大いに必要です。それ
た、公務 (国公、自治俸、教員)と 民間やそれぞれの産業別の違いなどを考慮す
る必要があります。

そこで、これらの条件を配慮しながら、当面共通して活用できる簡単な労働安
全鶴生活動の実践マニュアルをパンフとしてつくる。安全パ トロールや衡生管理

者の職場巡視、産業医の職場巡視の項目や労働安全衛生活動の点検項目を作成す
る。進んだ活動経験を整理して金俸でそれを生かし活用できるものをつくること

を検討しています。.

第 7期 は愛労連とも共同して、こうしたマニュアルづくりと合わせて職場の労

働安全衛生活動をセンターの活動の重要な柱にしていきます。当面センター参加
の労働者 ・労働組合の安全徳生活動を活発にしていくために、理事会はこの専門
委員会と共同して、産業 `業種別、地域別に、組織的な計画をもち、学習会の計

画、活動経験の交流、安全衛生活動の援助をしていきます。参加の労働者 ・労働

組合のすべてが職場の労働安全徳生活動の活動計画と担い手 ・活動家を装成 ・育
成するための計画をもつよう努力します。

また、職場での労働安全衛生活動の位置づけと労働安全衛生委員の養成、安全

管理者 ・衛生管理者の資格者の養成を検討します。             ロ
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地域でのいのちと健康を守る運動は、一富地域での鈴木過労死裁判を支援する

会の運動の前進や名古屋港地域での 「みなと人権3裁 判」 (空港湾 ・病気理由の

不当解雇浅井裁判、住軽金 ・同意のない出向無効鈴木裁判、保険金は遺族のもの

団体生命保険近藤裁判)の 共同の広がりや名港労協との懇談を機会に港地域の労

働安全衛生活動のとりくみをはじめる準備などがすすみました。

また、西三河では トヨタ ・シンポや トヨタ総行動で夜勤と健康や連続 2交 代で

の健康と家庭生活の問題で論議と要求がつくられとりくみがすすみつつあります。

第 7期 は、こうしてすすんできた一富 (労働安全衡生学校)、 名古屋港 (「み

なと人権3裁 判」・希求座公演と集会、港見学と懇談)、 西三河地域 (連続 2交

代勤務の健康と生活問題)、 東三河 (労働講座での労働安全徳生法学習)な どで

のいのちと健康を守るとりくみを発展させることとさらに尾張、知多、他の名古

屋地域でも地域労連や関係団体と共同じて、その地域の要求と美情にあつたとり

くみをすすめることとします。

2、 職場の労働安全衛生活動発展ののための事業計画

第 6期 の活動では r労働安全衡生学校」と 『職場の安全衛生活動見学 ・交流会」

(川本製作所)が 大きな柱でした。

職場 ・地域での安全徳生活動の実際の紹介と労安法の基本 ・改正労安法の活用

を学び職場でいかすための rだれでも学べる労働安全衡生学校」を菱労連主催セ

ンター協力で 11月 30日 ～ 12月 1日 45人 の参加で開催開催し、講演と活動

経験に学ぴ代じつくり交流し、楽しかったと参加者の感想が寄せられています。

これは、愛労連として初めての主催で、愛労連の運動の中に労働安全衛生活動、

いのちと健康を守る運動を位置づけ、継続させてゆく決意も愛労連からだされま

した。

講演は、山田理事長から労働者のいのちと健康をまもる取り組みが生みだした

労基法、労働安全衛生法、安全衛生委員会の任務と役割り、大切な労働者の人間

としての主張を柱に、運動の歴史的総播をしながら、今日の労安法の改正の内容

と積極的活用の方向、労安活動を通じて労働条件改善や職場環境の快適化の運動

の視点を講され、参加者に大きな感動を与え、職場活動の視点を深めました。

報告は、愛労連港運部会が 「労働と健康 ,生活に関するアンケー ト」のまとめ、

全国一般愛知アクリル分会の職場の労働安全衛生活動、」MIU川 本製作所労組

の職場の安全衛生委員会の活動、名水労の労働組合の職場健康づくリー名水労 3

0年 の実践、愛高数の労働安全徳生活動のとりくみ、全港湾の病気を理由とした

解雇争議のたたかい、愛知いかだの職場の案憶と安全衛生、中電での大企業での

いのちと健康を守る活動などすすんだ豊富な活動ないようでした。

愛労連とセンターと共同して2月 に川本製作所とJMIU川 本製作所労働組合
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協力を得て、職場の安全衛生活動見学と交流会をおこないました。参加者は、山
田理事長、事務局と全港湾、愛高教、毎日新聞労組、健康と家庭を守る会、名水

労、名勤生協労組の 10名 で、CBC報 道局が同行取材をしました。

最初に、川本製作所労安担当者からあいさつがあり、続いて企業の全体像が分
かるビデオを見てから、工場見学を行いました。その後、担当者との懇談、労組

との懇談をしました。参加者一同職場にしっかり線づいている労働安全衛生活動

や職場環境 ・労働条件に多くを学ぴ、山田理事長は労働衛生の立場から詳細なコ

メントをJMIU川 本労組に伝えました。現場を直接見学しながら交流するこの

企画は今後もさらに継続していくことを確認しました。

第 7期 も愛労連主催センター協力で参加規模も大きくして学習と交流が深まる
「労働安全衛生学校」を秋に開催します。また、春に愛労連主催センター協力で

労働安全衛生活動交流集会を開催して、秋の学校と春の交流集会を定着させてゆ

きます。

また、 「駿場の安全鶴生活動見学 ・交流会Jを 愛労連と共同して、秋に今度は

名古屋港で名港労協の協力をえて、企画します。

さらに、各参加団体の労働安全衛生活動の計画をすすめるために、医師 ・医学

者、弁護士、専門家からの連続と協力もえながらすすめていけるようセンターで

調整します。また、労働者 ・労働組合からの安全管理者 ・衛生管理者の資格を取

得する講座の準備も検討してゆきます。

職場の労働安全衛生活動強化のために、隷たに作成する 「労働安全徳生活動実

践マニュアル』やさまざまなテキストを普及し、学習 ・教育活動を広げます。

3、 過労死をなくし、いのちと健康を守り、職場の労働安全衡生活動をすすめる

学習 ・教育活動と活動家養成

第 6期 の労働安全活動をすすめる学習 ・教育活動と活動家養成の大きな中身は

まず、 「労働安全衛生学校」と 「職場の安全衛生活動見学 ・交流会」でした。

計画をしていた地域を基本とした 「いのちと健康大学」と 「いのちと健康を守

る学校」は共同する団体との準備の都合で第 6期 はできませんでいた。

第 7期 は企画を離続している fいのちと健康大学」は、一富地域で開講するこ

とと引き続き尾張地域、西三河地域、東三河地域、名古屋地域などの地域で開催

できる準備をすすめます。内容や時期は地域労連 ・関係団体と協議をしてその地

域の要求や課題と関連してすすめます。
「いのちと健康を守る学校」は、女子保護撤廃や女性の職場進出との関連で焦

点になっている 「働く女性健康問題」を愛労連婦人協や紺婦人職場班、女性団体

との共同で 「産婦人科医師と労働者の トーク形式での学習」として準備してゆき
マ

ます。そのために関係団体との懇談と交流をすすめてゆきます。
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また、 「いのちと健康」 「労働安全衡生」の講座や学習会は愛労連や参加団体
と共同で各団体の学習要求にあった内容ですすめていきます。また、愛労連と共
同しておこなう学習講座は 「メンタルヘルス」 (精神的健康問題 )と 「改正労安
法の活用」を開催時期を調整しながらおこないます。特に、 「メンタルヘルスJ
問題は、国公、自治体、教員、大企業などの関係団体と共同してすすめます。
愛知で先進的な労働安全活動をつくりだしている名水労がその活動の契機とな
つた松川労災認定のとりくみを今日の運動の調達から新た,こ検討をしています。
今後の運動に生かすためにまとめの作業にセンターとしても協力してゆきます。

4、 夜勤規制と過密労働規制のとりくみ

第 6期 は夜勤規制では医労連 ,全医労の長時間二交替夜勤導入反対や労働組合、
連絡会などの共同した女子保護撤廃阻止あ運動やたたかぃと結んだ学習会や執筆、
国会論戦などに出田理事長、佐々木事務局長をはじめ積極的に協力 ・共同してき
ました。中央では労働法制連絡会と均等法連絡会ができ、愛知でも労働法制連絡
会ができ、広範な共同したとりくみがすすんでいます。
過密労働規制では、 「現代労働負担研究会」と共同じて、全国研究集会 (横浜)
研究会、運営委員会に関わってきました。その成果は、三菱電機、日立などの大
企業での規制や実態調査、要求 ・政策として実現しています。
第 7期 では、夜動規制のとりくみでは、これまでおこなってきたシンポ、懇談
会、要求交流集会などの活動を受けて産別 ・職場の夜動規制の要求と運動を交流
しながら、愛知での夜勤規制の共同したとりくみを労働法制連絡会や関係する労
働組合 ・団体と共同じて全国的な運動とも連続して夜勤規制のために職場での夜
勤協定などの規制と社会的規制 ・法制度化にむけてとりくみを強めます。
過密労働規制では、特に大企業関係の参加団体 ・労働者と専門家の協力をえて
実態の解明と規制に向けた要求政策づくりを 「現代労働員題研究会」とも共同じ
てすすめ、 11月 15～ 16日 (浜松)で の研究集会の成功のためセンターとし
ても努力します。

また、 「快適職場指針」 「腰痛指針」 「改正労安法」なども活用して、職場で
の規制をすすめ、さらに法的規制に向けた全国の運動と共同してゆきます。それ
に、全国と国際的な注目の 「トョタシステム」の超過密労働と連続 2交 代の実態
と健康 ・労働 ・生活への影響や問題の解明を研究者の協力もえておこない、過密
労働規制 ・交代勤務規制の要求と政策づくりをすすめます。

5、 相該活動、 110番 活動        本

第6期 は全国労働衛生週間の 10月 1～ 2日 にかけて愛知健康センターとして
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ほじめて 「いのちを健康 110番 」を開催しました。これは1マ スコミの中日新
聞、朝日新欝、赤旗に紹介記事が載り、多くの電話相談と面談での相談が続きま
した。

相談者,ま、山田理事長をはじめ、副理事長の水野弁護士、加藤医労連委員長、
日淵名南ふれあい病院委員長と事務局 ・理事で応対をし、前後 20件 の相談があ
りました。相談内容は、長期出張での労働時間規制 ・健康管理、医療機関の機薬
:こ対する疑間、企業の健康管理不備と在職死、病気の早期発見できない医療機関
のあり方、在機死亡の要因の分析と売服の課題、健康アンケー ト調査項目内容の
検討、愛労連交運部会の健康アンケー トの分析内容、労災認定を保障聞題などで
した。

相談内容告ま、すべてそれぞれの専門の理事で応対し、今後に継続する必要のあ
るものは、関係者に引き継ぎ、この相談活動を今後のセンター活動に生かすこと
を確認ました。この4E談活動や団棒生命保険のとりくみを契機,こ日常的↓こ相談活
動が続いています。その内容は、職場の安全衛生活動、いのちと健康閣題、夜勤
・交替制、労働条件と過労死、労災 ,公務災害、団体生命保険などです。
また、愛労連労働相談 110番 、過労死弁護国の過労死 110番 と団体生命保
険 110番 への協力も必要に応じて共同してすすめてきました。
第 7期 も全国労働衛生週間 ・労働安全遇闘など,こ「ぃのちと健康 110番 」を
開催を計画して、愛労連労働相談 110番 、過労死弁護団の過労死 110番 と田
俸生命保険 110番 への協力していきます。また、相談活動記録をセンターとし

て記録整理していきます

さら,こ、今後の方向として相談窓口を健康センターだけでなく、労働組合事務
所、地域労連事務所、弁護士事務所、医療機関などに広げ、相談員も、医師 ・医
学者、弁護と、専門家、安全衛生活動家の協力ですすめることができるような協
力体制 。ネットワークの確立,こむけて、関係団体と協力してすすめていけるよう
検討します。

6、 労働安全衛生 。健康問題調査

第 6期 は愛労連交運部会 (運輸一般、タクシー協議会、全動労、名港労協―全

港湾、検数労連)の 「労働と健康 ・生活に関するアンケー ト」 (2,000人 )
のまとめと分析、今後の活用に山田理事長をはじめ、労働安全徳生専問委員会で

協力してきました。

全国的には、愛知の参加団体も加わった運輸一般、自治労連、医労連の労働と

健康、労働安全徳生のアンケート調査とまとめがあります。

第 7期 は愛労連交運部会のまとめ冊子の刊行とその活用にセンターとして協カ
ウ

してゆきます。また、全国調査をおこなった運輸一般、自治労連、医労連ではそ

- 7 -



の結果と内容を運動に活かせる協力をしてゆきます。

愛知の労働組合の労働安全衛生アンケー ト調査は、愛労運と参加団体労組と共

同して、労働安全衛生活動の強化と結びつけるアンケー ト調査活動の準備を専門

委員会を中心にはじめることにします。

また、 「在職死亡ゼロ」をめざし、在職者死亡調査を資料がそろつている自治

俸職員、教員などで典型をつくりながら、センターで調査表をつくり、経験を広

げ、参加団体全体とりくみ'こしていきます。そして、予防のための病気 ・機診結

果の実行権ある対応や労働安全衛生体制の確立をめざします。

7、 女性労働者健康問題のとりくみ

第 6期 は女子保護規定撤廃阻止の運動で夜勤と女性の健康問題での講演、執筆、

国会論戦協力をセンターとしてすすめてきました。愛労連婦人協、参加団体労縄

の婦人部 女ヽ性部や新婦人職場班 ・地域支部との連携と共同も広がりました。

第 7期 は 「働く女性健康問題」を愛労連婦入協や新婦人職場強などと共同じて
'いのちと健康を守る学校」を開催することと協力関係が広がった婦人 ・女性団

体と共関して女性労働者の健康網題のとりくみ (懇議会、学習会、調査 ・アンケ
ー ト活動など)を すすめていきます。

・

8、 過労死認定闘争 ・労災 。公務災害 ・機業病の認定闘争への支援 ・協力と園体

生命保険のとりくみ

「名古屋過労死を考える家族の会」関係では、絶木さんは先た地裁で勝利しま

したが、県基金支部が控訴をしたため高裁で係争中です。センターで署名協力活

動をすすめてきた森下さんが岐串地裁で画期的勝利判決をかちとりました。しか

し、不当にも労働省 ・較串労働基準局 ・関労働基準監督署は控訴をし、現在名古

屋高裁で係争中です。公正審理と控訴棄却を求めて現在署名活動を展開中です。

海外出張中の過労死認定を求めていた安保さんは控訴審で勝利判決をかち取り、

労働省が上告断念したために勝利判決が確定しました。団体生命保険関係の木下

さんも勝利判決をかち取り、判決が確定しました。この判決は団体生命保険のあ

り方を正すことにつながる内容です。

渡辺宣子さんと新井さんはは最高裁へ上告中です。渡辺さんは5月 に本人の意

見陳述書が提出されました。松井さんは銀産労、愛労連、センターの証人採用要

請署名で須田医師が採用され現在証人調べです。鈴木美穂さんは現在3つ の裁判

(過労死認定の行政訴訟、過労死させた企業責任を聞う損害購債語求と団体生命

保険金の返還を求める民事訴訟)を たたかってぃます。支援する会を中心に活動

を広めています。
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また、家族の会 ,過労死弁護団の関係ではこれらを含めて20件 近くのとりく
みがあります。この闘 2件 の労災認定がなされました。センターとして必要に応
じた支援と共同を強めていきます。

全医労恵那病院支部の吉村公務災害はセンターとて専門性を生かした協力をし、
全国的な署名活動をすすめて、現在人事院での不服審査申請の審理中です。また、
CBC水 谷労災認定のとりくみも関係団体と共同じて支援 ・協力してゅきます。
過労死弁護団は過労死判決の r判例研究会」を発足させて、研究会継続させて
きています。センターは山田理事長や理事の参加と必要な共同をすすめます。
破近藤理事の意志を受け継いで、妻弘子さんが団体生命保険の保険金受け取り
を会社とする指定は無効、保険金の受取人は配偶者 (遺族 )で あると会社住軽金
と生命保擦会社 9社 を相手に保険金請求権の確認を求め、団俸生命保険のあり方
を聞う全国で初めての裁判をはじめました。関係者 ・関係団体が共同して支援す
る会を結成して全国的に運動を広げています。

団体生命保険の運動では、裁判をたたかってぃる鈴木美穂さん、近藤弘子さん
と支援の会、家族の会、逸労死弁護国と欝示要求と本人同意のあり方を問題にし
て運動している、住軽金、大同、中電、トョタ、 トョタ ・グループ、石播などの
大企業の労働者と共同して、この間 「団体生命保険を考える集会」パー ト2、 パ
ー ト3の 集会を大きく成功させてきました。これらの運動はマスコミや社会の大
きな関心を呼ぴ起こし、NHKを はじめとする各テレビ局、朝日新聞をはじめと
する各新聞社や遇刊講などの取材が殺到しています。また、団体生命保険に関わ
る聞い合わせ相談も全国から続いています。

また、労働組合のとりくみも新聞労運毎日新聞労組の社員の同意を得なかった
ことへの謝罪と団鯨保搬会計の全面公開、新型保険は契約しない、弔慰金規定は
会社の原資で上積み保障するなどの協定をかち取っています。しかし、大企業の
多 くは新型保険 (総合福祉保険)が 本人同意を一定明確にしたことに対して、
「不同意のものだけ申し出よ」との対応をしています。情報の開示要求と本人同
意の問題、団体生命保険は遺族保障であり、保険金は遺族のものという本来のあ
り方に正していく運動とそれぞれのたたかいをセンターも共同してすすめていき
ます。

福祉保育労め保母山田花子さんの腰育海の労災認定にセンターとして、愛労連、
名南労連と共同して取り組みを強め、認定をかち取りました。また、ほしざき保
育園の山田保母のけいわん ・腰背痛の労災認定も新けいわん認定基準の学習会や
必用な支援協力をすすめています。

や
福祉保育労は、この取り組みを契機にして予

防のための労働安全衛生活動の強化をセンターの協力をえてすすめようとしてい
ます。

労災認定、過労死や団体生命保険のとりくみでは、それぞれの関係者 ・関係団
体と合わせて、センターと愛知争議団、国民救援会との協力 ・共同を県 レベルで
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すすめてゆきます。

9、 いのちと健康ニュースとリーフ作成

「いのちと健康ニュース」は編集 ・事務局 ・発行体制と財政の関係で、第 6期

は2カ 月に 1田発行 (16ペ ージ基準 )し てきました。センター関係者に必要な
参加団体の連絡や理事への情報 ・連絡はその都度行っています。
ニュースの内容は、いのちと健康を守る情勢と運動の情報、センター関係者 ・

関係団体の紹介したい内容の再録、センター活動の案内、とりくみの紹介記事、
理事会の内容のお知らせ、参力B団体の活動紹介などです。

第 7期 は、現状の編集 `発行体制をふまぇて、今後の展望としては事務局と理
事の共同責任体制で、発行は月 1田基準、B4:2～ 8殺 (B5:8～ 16ペ ー

ジ)で 刊行します。内容は、現状の内容をふまえて参加団体 ・愛知 ・全国のいの
ちと健康をまもるとりくみ ・労働安全徳生活動、労発 ・職業病認定などの運動の
紹介、日経連 ・労働省 ・学会 ・王LO・ WHoの 動向、学習資料、センターだよ

りなどです。

センターの存在と活動を紹介するリーフ,ま、第 6期 の総会時に作成して配布じ
て、その都度必要な活用をしてきました。第 7期 はそれをさらに充実させてセン
ターの社会的存在のアビールと団体 ・個人の参加力E入をすすめるために活用して
ゆきます。

10、専Fl家の協力 ・共同と研究会活動

第6期 も専門家の方々とセンター活動をすすめていく上で必要に応じた協力 ・

共同を講師、意見書作成、相談活動、懇談、研究会などですすめてきました。
第 7期 は、センター活動の発展のためた医師 ・医学者、弁護士、研究者、社会
保険労務士、ケースヮーカーなどの専F,家をセンターの専門委員として協力 ・共
同、連携をすすめていけるネットヮークをつくり・共同関係とさらに専門委員会
をつくつてゆく努力をすすめます。そのために、専門性を生かした調査 。研究活
動を fあいち職場の健康問題研究会」 「愛知労働問題研究所」 r現代労働負担研
究会」 「労働運動総合研究所」などとも協力してすすめていきます。

11、労働行政 。他団体との交流

第6期 は実現できなかったセンター活動の存在と労働行政のあり方、働くもの
の健康問題の共同について愛知労働基準局との懇談を早期に計画します。さら,こ、
愛知県労働部、名古屋市市民局勤労福祉課、愛知県勤労者安全衛生研究センター
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(「連合」)な どと懇談 ・交流を検討してゆきます。

12、いのちと健康を守る地方センター ・団体との協力 ・共同

第 6期 もいのちと健康を守る地方センター ・関係地方組織団体と協力 ・共同、
交流、資料情報交換をおこなってきました。7月 には中央 6団 俸共催で 「いのち
と健康を守る全国交流集会」開催され、 r働 くもののいのちと健康を守る全国安
全センター (仮称 )」 設立に向けての論議もおこなわれます。第 7期 にセンター

としても全国センター結成に向けての協力 ・共同と各地方組織との協力 ・共同を
いつそうすすめていきます。

13、新事務所移転 ・事務所独立による活動の発展と財政確立

議事務所と常駐体制維持とセンター活動の発展を支えるために、財政基盤の確
立がどうしても必要です。第 6期 は出資金からの借り入れで対応しました。
第 7期 では、参加団体の日数引き上げの協力による財源確保とセンター新加盟
の拡大 (団捧 ・個人)、 事業活動の成功によって安定した財政確立ができるよう
,こ努力します。         す

14、国際連帯 ・交流、国際活動

第 6期 は国際人権活動愛知県連絡会と共同して、国連要請団に数近藤理事が参
加をして、 「過労死問題の現状とその解決のために」 (山田理事長 )と 団体生命
保険問題を訴え、また、山田理事長をはじめ事務局で ILOの アジア担当官との
アジアでの健康問題、労働安全衛生問題を論議 ・懇談しました。
曲圏理事長は専門の振動障害の国際会議、国際シンポのために内外の研究者と
の論議と研究を深めています。佐々木事務局長は、韓国で労働法制問題で激動す
る組合の関係者と懇談しました。加藤副議長は医労連の国際シンポや看護労働 E
U調 査にも参加され国際的な視野と交流を深められました。
第 7期 は、9月 にドイツでおこなわれる日独労働問題共同セミナーに山田理事
長が健康問題についての報告と討論で参加予定です。全労連が計画しているアジ
ア調査 ・交流に働くもの健康問題での共同を検討します。
また、金労連の国際シンポ、調査活動などつながりのあるEU(ド ィッ、ィタ
リア、スェーデン、イギリスなど)、 アジア (マレーシア、タイなど)、 IL0
とのいのちと健康や安全衡生問題での情報交換や交流をすすめていきます。
今後、労働安全衡生、鶴く者の健康問題での国際シンポや海外での調査旅行の
とりくみを共同する団体と協議し準備を検討していきます。
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長
長赫競

事
事

第 7期 の 役 員 紹 介

理事 ・監事

山田 信 也 (医学者 ・健康問題研究会)
水野 幹 男 (弁護士 ・自由法曹団)
加藤瑠美子 (愛労連副議長 ・医労連委員長)
田淵 哲 雄 (医師 ・民医連)
佐々木幡三 (労働問題研究者 ・健康問題研究会)
伊藤むつを (愛労連事務局次長)
原田 弘 一 (事務所常駐担当 ・健康問題研究会)
宮崎 脩 一 (健康問題研 ・愛高教)
石井 康 弘 (全損保)  大 野 美 鈴 (教員 ・愛高教)
小川  洋 (運輸一般〉 大池 昌 平 (健康問題研 ・職自連)
縛松 佐 一 (名勤生協 )佐 久間信司 (自由法曹団)
神藤 常 晴 (国労愛知県支部)鈴 木 弘 之 (医労連)
鈴木 美 穂 (過労死を考える家族の会)田 中 洋 行 (全港湾)
相馬 勝 雄 (健康と家庭を守る会)田 中 義 和 (愛高教)
西野 賑 郎 (職自連 。中電 )平 田 真 治 (名高教)
山崎富紀雄 (名南労連)吉 川 正 春 (名水労)
吉里 政 治 (愛簡連) 吉 田子秋 (福祉保育労)
(自治労連)(建 設r般 )(新 聞労連)(全 国一般)(J M tt U)
(中センター)(一 富労連)
鈴木 利 往 (健康問題研 ・名高教)

申 し 合 わ せ 事 項 (下線は変更部分 )

1.こ のセンターは、愛知働くもののいのちと健康を守るセンター (略称 :愛
知働くものの健康センター)と いう。英訳は、
Att CH I WORKER'S CENTER FOR HEALTH
とする。
2.こ のセンターは働くもののいのちと健康を守るとりくみをすすめることを
目的とし、この目的に賛同する団体 ・個人で構成する。
この目的実現のため、92年 8月 30日 決定した 「愛知健康センターの事
業内容の構想」と95年 7月 29日 に 9 7年 7月 2 6日 ,こ

た 「

める。

2!習残を守身里霞蟹孫畠体ぞ鰹叉蟹管覆富倉藍畠誓曜誇望馳鉾禄塞讐農ittu理
事長、事務局長、事務局次長、理事、監事とし、役員で理事会を構成する。
理事長はセンターを代表し、ゃ理事会は事業計画および事業内容の構想を具体
化し、センターの運営をおこなう。日常業務の遂行のために理事会のもとに
事務局 (理事若千名および事務局員で構成)お よび専門委員会をおく。事務
局員および専門委員は理事会が推薦する。事務局長は、総会 ・理事会の決定
にもとづき日常業務に責任を負う。副理事長は理事長を補佐し、事務局次長
は事務局長を補佐する。
5。 このセンターの財政は、会費 ・寄付金などでまかない、会費は団体 1日月
額 500円 で2日 以上、4口 を基準、個人は 1日 とする。

事理
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慟 くもののいのちと健康を守る」

学習炎流集会 ぇ9記
<発 行>6団 体共同発行

「全 国 セ ンター」 を展 望 して、

熱 心 に交流 と討 論 をお こな う

づくりをめざした活動を強めたい、全国

センターの結成にむけた準備を一歩すす

めたい、と全国各地 (28県 )か ら93

団体 ・144名 の伸間が参加 しました。

今回の集会は、全労連 ・全日本民医連
・全国労災職業病対策実行委員会 ・日本

国民救援会 ・東京地評 ・東京労連の共催

6団体、過労死弁護団 ・じん肺弁護団 ・

労働総研の協賛 3団体が催したもので、

昨年 6月 の 「地方組織の活動交流集会」、

今年 2月 の 「活動家養成講座Jな ど共同

した取り組みの積み重ねのうえに開かれ

ました。とくに今回は、全国センター結

成にむけた意見交換をおこなうことが中

心テーマにすえられました。

集会は、東京地評 ・永村氏の開会あい

さつで始まり、金日本民医連 ・前田、東

京労連 ・辻内両氏を議長団に選び、協賛

3団体代表を紹介したあと、集会を進行

しました。          や

「健康問題と労働」と題する日本体育

大学 ・健康科学の櫻井忠義教授の 「講演」

(2頁 )が あり、続いて共催 6団 体を代

表して全労連の池田寛企画局長が 「問題

提起 1(3頁 )を おこないました。

<転 載 >

7月 13～14日の二日間、静岡県熱海市のホテル

のいのちと健康を守る活動」学習交流集会には、

8・ 20

「水葉亭」で開催された 「働くもの

過労死や労災職業病を出さない職場

― ス

この問題提起では、今秋の 「全国セン

ター準備会」発足をめざしての活動が強

調され、討議がよびかけられました。

先進的な聞いと活動の経験に学ぶため

12団体から 「特別報告J(4頁 )を うけ、

このあと五つの 「分散会」に分かれて翌

日午前まで職場の実態や運動の交流と討

論を深めました。最後の全体会では、各

分散会代表の報告 。発言のあと、全国セ

ンター問題のフリートークでは愛知 ・神

奈川 ・千葉 ・東京が発言。これら分散会

と全体会の意見を集約した 「まとめ」が

あり、最後に、 「出された貴重な経験を

全体の宝とし、全国センターの結成を広

く大きくよびかけていこう」との閉会あ

いさつで、集会をしめくくりました。
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求 め られ て い る活 動 の 強 化 問 題 提 起

と 「全 国 セ ンター」 の結 成

金労連 ・企画局長 池 田  寛

共催 6団体 ・協賛3団体によるこれまでの取り組みの

経過をお、りかえりながら、今回の学習交流集会の目的に

お、れ、当面の課題と取り組み、とくに 「全国センタ
ー」

の結成にむけた具体的な問題提起をおこないました。

◆ ・・・・・◇

さまざまな共同のつみ重ね

◇ ・・・・・◆

1993年以来、共催 ・協賛団体は過労死

や労災認定の改善を求める闘い、過労死

じん肺などの認定 ・裁判闘争、集会
・行

動等で共同の運動を強めてきたこと、昨

年 6月 に開催した 「地方組織の活動交流

集会」の意見交換で出された 「全国セン

ター」に対する強い期待を受けて、12月

には共催 6団体で 「全国センタ
ーJの 発

足 ・設立をめざしての取り組みやセンタ

ーの役割などについての検討をおこない、

各団体の組織内討議もすすめてきたこと

を報告。さらに今年 2月 には共同をすす

める立場から 「活動家養成講座」を開き、

この到達点に立って今回の集会が開催さ

れていると述べ、次の四点の目的にお、れ

て集会の意義づけをおこないました。

(1)活動を交流し、運動強化のための教訓

を明らかにすること。

2)活動家の養成をはかり、各団体
・組合

の活動強化をはかること。

僧)共催 ・協賛団体の共同、協力関係を強

化すること。

に)「全国センタ
ー」結成にむけての意見

交換をおこなうこと。

◇ ・・・・・◆

「準備会Jの 今秋発足を/

◆ ・・・・・◇

続いて 6団 体の活動を紹介し、さらに

きびしい労働実態や闘いの前進にお、れな

がら、いのちと健康を守る活動の重要性

について述べ、当面する課題として五点

をあげ、その具体的な取り組みを提起し

ました。このなかで、 「全国センタ
ー」

の準備会を今秋 (遅くとも年内)に 発足

させることを提起し、具体的な活動とし

て次の点を提案しました。

(1)準備会を発足させる前の早い時期から

「ニュースJを 発行し、取り組みを広

げたいので、情報を集中してはしい。

修)関係する広範な団体への働きかけ、学

者 ・研究者 ・医師 ・弁護士等専Fl家と

の話し合い、などをすすめていく。

G)準備会発足にあたつて体制 (専従者)、

事務所、財政等をどうするのか、具体

的に検討をはじめたい。

に)準備会のなかで、設立趣旨
・規約 ・体

制 。財政等の検討をすすめ、1998年中

に結成できるよう準備をすすめていき

たい。
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<過 労 死 を な く  し 、 い の ち と 健 康 を 守 ,金 >

場だ湧発α)毒 きなど義表半Jモチ 賃重 (傍聴で支援をお願いします)
名古屋地裁 11階 1101・ 2法 廷 (052)203い1611

(,k) 森下 (名古屋高裁)(1003号 )
柏木 (名古屋高裁)(1001号 )
松井 (証人 ・須田医師 ・反対)
鈴木美穂 (団体生命)
近藤 (団体生命 )
川本 (住軽金 ・団体生命)
鈴木明男 (住軽金強制出向無効裁判)
鈴木美穂 (行政 ・証人)
鈴木美穂 (損害 ・証人)
近藤 (団体生命)

日
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日

日
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時

時
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１

１

１

１

１

１

１

１

１

金
月
月
　
水
水
水
月

名古屋造労死を考える家族の会 よ り

わT口脅ホ芽勧叶訳瑠安
受賞 水野幹男弁護士
日本労働弁護団は、今年結成四〇周年
を記念して、 「わが国における労働者の
権利確立のために格段の功績のあった者
の活動を顕彰する」

rた
めに、日本労働弁

護団賞を本年度から創設されたもので
す。

その第一回目を、水野幹男弁護士が受
賛されました。この表彰は、団体定期保
険により 「従業員の死を利用して、企業
が多額の保険金を利得することが放置さ
れていては、企業は従業員の労働安全衛
生に消極的になり過労死はなくならな
い」ということで、水野弁護士の活動は
「保険制度を利用した 『企業犯罪』に光
をあてただけでなく、労働安全衛生面に
おける労働者の権利確立のために多大な
寄与をされた」として意義ある受賞で
す。

私たちも、働くものの立場でご活躍さ
れている水野弁護士や他弁護士の方々
に、深く敬意を表するとともに、今後の
活動とご尽力をお願いし、この度の受賞
を,いよりお祝い申し上げます。

勤労感謝の日を前に過労死輔け
一

い力み鈴 唯執拭〃rtt「あマをiて茅だ弥え花あ
年前 10時 半から五年まで 「過労死家族の会」と

「過労死弁護酎 |の関係当局交渉、五年から1時 まで

労働省前宣伝行動をおこない、そのあと

「過労死家族の会会国総会 ・交流会」
・
開催

く年後2時～5時まで、中央大学駿河台記念会館)

時
　
鳩
　
健

日
　
会
　
主

11月 2 1曰 く金)年 後 6時 ～9時

東京お茶の水 ・ 総 辞会館 ホール

r過労死を考えるつどい」実行委員会

過 労 死 弁 避 団 全 国 連 絡 会 議

開会あいさつ

洋 え/SS係 当局交渉の報告/特 別報告

『過労死この 1年の成果と今後の課題J(ほ題)

協 賛 :

遺法の紹介

パネル甘出
(被災者の同僚/医 師/弁 護士/家 族など)

記 念 韓 演 『過労死への行政の対応を斬る」(ID

換   音 『過労死の救済と防止のために」G8)採択

閉会あいきつ
「なくせ過労死英行委員会」 (東京地評内)

%
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セ ン タ ーーだ よ り

<こ い の ち と 健 康 ■ ■  0番 >卜 を 開催します。

仕事と健康、仕事と病気 ・けが、職場の労働安全衛生、過労死、メンタル

ヘルス (精神の健康)な ど、山田信也理事長 (名大名誉教捜)を はじめ、セ

ンターの三役 ・理事が、電話 さFAX・ 面談にて相談にのります。

電話 ・FAX 052(883)6966・ (883)6983

|
|

夕多妻率弓存在琵 (愛労連主催 :センンー協力)開 催日程決まる

11月 29日 (土)午 後 1時 30分 ～30日 (日)正 午

内容 :職場の労働安全衛生活動、メンタルヘルス 。ケア
ーなどの講義と活

動報告 。経験交流、相談コーナー、文化行事など愛労連とも相談しながら

準備をすすめています。ご要望内容あればお知らせ下さい。

労 働 安 全 衡 生 活 動 交 流 集 会  (愛労連主催 :セ ン

ター協力)は 98年 5月 下旬～6月 上旬、 1日集会で準備中です。

労 働 安 全 衛 生 実 践 マ ニ ▼ ア ル づ く り は
「健康診断チェック」「改正労安法と快適職場指針の活用方法」「職場

における労安活動の手引き」の柱で、専門委員会と理事会で論議しながら

作業をすすめています。ご意見などお寄せ下さい。

いのちと健康を守る地 域 で の こと つ く み
。名古屋港地域では、 「いのちと健康を守る港大集会」 (98年 3月 8日 )

に向けて、港の3大 人権裁判を題材とした r希求座」公演 『勇気ある労働

者の決断』と集会準備の実行委員会の活動がすすめられています。

また、 10月 下旬には、港湾労災防止協会との懇談や港の職場見学と交

流なども準備をすすめています。
・一宮地域では 「団体定期保険シンポジユウム」パー ト4が 開催されました

第 1回 日本労働弁護団賞を授賞された水野幹男弁護士の基調議演と鈴木過

労死裁判での住友電設の団体定期保険のとりくみ、住友軽金属の団体定期

保険での運動の報告と三菱電機などの開示要求運動の発言などで充実した

シンポとなりました。
。東三河地域では、秋の労働講座 (豊橋 )の 中で、労働安全衛生法の学習を

イ
7?8角ぢ書者とぢ留富暴??坪康あ哲留蓬農密等奮義査嬰畳器垂暴塾」
(佐々木事務局長 ・11月 4日 と5日 夜 )が 開かれます。

全国のとりくみでは、中央6団体主催 r全国交流集会」 (11月 8～ 9日
・

熱海)「 現代労働負担研究集会 J(11月 15～ 16日 ・浜松)開 催です。
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